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田中 拓先生
川崎市立多摩病院救急災害医療センター センター長

医師から市長に

田中 拓　今日は医師であり，かつて岩手県宮古市の
市長を務められた熊坂義裕先生にお話を伺い
ます．市長というのは医師だけの立場ではなく，
さまざまな分野に関して目を配らなければなら
ないわけですが，地域の中で医療というものを
どのように存在させていたのか．当時も宮古市
は地方都市として医療の問題をたくさん抱えて
いたと思うのですが，市長として医療はどうい
う位置付けだったのか．医療者の立場としては，
医師である先生に行政の中で医療を支えてほし
いと考えるわけですが，そこに対して先生がど

ういうアプローチをされていたかというのを，
まずお聞きしたいと思います．

熊坂義裕　非常に核心的な質問ですね．私が市長を
務めていたときに全国市長会の中に「医家市長
会」というのがありまして，医師免許を持った
市長が10数人いました．でも行政職や病院の経
営者から市長になった人が多く，私のように実
際に医療業務に専念した後に市長になったとい
う人は少なかったですね．私の場合はそれまで
大学病院や県立病院の医師，そして開業医とし
て医療の第一線でやってきました．市長に立候
補できたのは，後輩が私の後を継いでくれるこ
とが分かったからです．市長は片手間にはでき
ませんから，自治体の首長をやる以上は，医者
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をやめて100パーセント全力投球しようと思い
ました．

　	 　では，なぜ市長になろうと思ったかというと，
私は33歳で弘前大学の医局を辞め，縁があっ
て家内の故郷の宮古市の県立宮古病院に勤めま
した．それまでは大学で研究を続けていました．
住むからには地域の皆さんと交流したいと思い
青年会議所に入りました．青年会議所というの
は地域づくりの活動をしていますから．理事長
もやりましたが，宮古市にもいろいろ問題があ
り，特に医療・福祉環境がとても厳しい状況に
あることが分かりました．例えば在宅福祉サー
ビスの三本柱といわれる，ホームヘルプ，ショー
トステイ，デイサービスが，岩手県59市町村

（当時）の中で宮古市は最下位でした．それから
医師もかなり足りない．岩手県は自治医科大学
卒業生の先生が大変活躍されていましたが，県
立宮古病院でも30人ほどの医師のうち自治医大
の卒業生が10人ほどいました．医師不足は何と
かしなければならないし，福祉も駄目，産業も
厳しいという中で，「豚もおだてりゃ木に登る」
という感じで市長選に出て，45歳で市長に就任
しました．当時，東北地方ではいちばん若い市
長でした．

　	 　医療というのはエビデンスに基づいてやって
いますが，エビデンスに基づいて行政をやって
いる政治家はあまりいなかったように思いま
す．市政にもエビデンスを大事にする，データ
に基づいてやっていくという手法を導入しまし
た．政治家も職員もみんな頑張ったというけれ
ども，頑張った結果がどうなのかが分からなけ
れば駄目であり，結果を数字にして出そうと考
えました．

田中　見える化ですね．
熊坂　そうです．見える化です．ところが，若いし

元気だったのでやりすぎて，職員が少し疲れて
しまった（笑）．私は平成９年に市長になったの
ですが，平成14年に日本経済新聞社の全国市行

政改革度ランキングが発表になり，宮古市の行
政改革度は，人口10万人以下の429市の中で１位
でした．いかに私が厳しかったかというのが分
かりますよね．でも在任12年間でいろいろな議
案や条例案を出しましたが，議会に１回も否決
されたことがないんですよ．根回しがうまかっ
たんですね（笑）．

田中　普通はどんどん改革を進めると周囲の反感を
買いますよね．それでも自分の信念を貫いてい
く．そして議会でも反論を受けないような根回
しをする．そのへんのコツというのを伺いたい
です．

熊坂　私の診療所は開業して４年目ぐらいに県内の
内科診療所で，患者数（レセプト数）がトップク
ラスになったのですね．議員も結構患者でした
から，知り合いが多かったというのもあります
ね（笑）．

田中　なるほど．普段から顔が見える関係だったわ
けですね．まさしく地域というのはそういう絵
が描けないといけないと思っていて，それは都
会ではできないことですよね．

熊坂　県都盛岡市から宮古市までは当時は道路の距
離にして約90キロ離れていました．東日本大
震災後に高規格道路が整備されて約70分で行
けるようになりましたが，当時は２時間ほどか
かっていました．だから，宮古市はある意味独
立国なので，当時はかなりのことが市内で完結
していました．そこの市長なので独立性が強い
わけです．雨が降っても嵐が来ても市長が悪い．
景気が悪くても市長が悪いし，給料が上がらな
いのも市長が悪いのです（笑）．一方で権限が強
く，やろうと思ったらいろいろなことができる．
そういうやりがいは過疎の地方にはあると思い
ます．

　　　医師不足の中で，医師であることが役立った
ことがあります．県立宮古病院の産婦人科は当
時東北大学の医局から医師２人が派遣されてい
ましたが，私が市長になって４年目ぐらいのと
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